
公開日に基づくスケジュールデータの履歴と分析にアクセスできます。時間を遡り、実際のフライト
に至るまでの間にスケジュールがどのように変更されたかを確認しましょう。

•	 履歴を分析することによって、収益を最適化できます。
•	 スケジューリング過程をベンチマークし、スケジュールの正確性アナリティクスを作成できます。
•	 スケジュールがどのように決定されたのか、またその決定が正しかったのかどうかを把握できます。
•	 需要の変化を認識して対応したタイミングを特定できます。

The Cirium Core は最も規模が大きく詳細な世界のスケジュールデータを有しており、そのデータは毎日複数回、更
新されています。 Schedule Snapshot は、スケジュールの変更過程に関する情報を提供します。直感的なユーザーイ
ンターフェースにより、実際のフライト出発までのスケジュールが時間と共にどのように変更されたかについて、容易に
把握することができます。

スケジュールの変更には理由がある

航空会社や空港が Schedule Snapshot を活用する理由
•	 スケジュールが時間と共にどのように変更されたかを把握することにより、プランナーはより多くのシナリオや不確定

要素を考慮しながら、将来のスケジュールを最適化できるようになります。
•	 スケジュールの変更を含む履歴の観点を取り入れて、プランニングや収益管理のための有効なモデルを構築すること

ができます。
•	 Cirium が有する詳細かつ高品質なデータにより、極めて正確なリサーチやスケジュール比較が可能になります。
•	 DiioTM Schedule Snapshot は、 Cirium が航空会社のプランニングを改善し、収益性を高めるための数多くの方

法のうちの一つです。
•	 コロナ禍後、航空会社は機材キャパシティの変更を即応的かつ頻繁に実施しており、スケジュール分析や従来型の予

測モデルの信頼度が低下しつつあります。スケジュール公開日に基づく履歴データを活用すると、障害への対応やその
結果の分析に役立つ可能性があります。

DiioTM Schedule 
Snapshot
フライトのライフサイクル全体を通した
スケジュールの変更過程を確認できる
タイムマシン

製品概要
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Cirium について
Cirium は、航空業界の未来をつくるための支援をしています。
詳しい情報はウェブサイト (https://cirium.com/ScheduleSnapshot) をご覧ください。
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スケジュールの変更過程を把握する最も簡単な方法

DiioTM Schedule Snapshot は、ウェブインターフェースを通して簡単に利用できます。ネットワークプランナー、収益
管理者、航空サービス開発担当のユーザーは、 Diio または SRS Analyzer の認証情報を使用してログインします。そ
の後、航空会社、出発地・目的地、フライトの期間（実際のフライトの日付範囲）、スナップショットの期間（有効なスケジュ
ールの日付範囲）、視覚化のタイプを選択します。ユーザーは、データ表と共に、棒グラフまたはトレンドラインで表示さ
れたデータを確認できます。 

レポートはリアルタイムで作成されます。

Schedule Snapshot の利用方法
•	 Schedule Snapshot は、 Diio MiTM と SRS AnalyzerTM のお客様のみ利用可能です。
•	 Schedule Snapshot は、航空会社向けの完全なプランニングツールセットである Diio のフルセット （Traffic 

and Fares、Market Alerts、Scenario Planner を含む） と共にご利用ください。
•	 新しいスケジュールデータは、日曜日を除いて毎日追加されます。

スナップショット日
の頻度

今日の日付からの
時間 ロード日

週 6 回 1 週間 毎日（日曜日を除く）

週 1 回 36 ヵ月 毎週金曜日

月 1 回 36 ヵ月以上、最長
5 年間 毎月の初日

月 火 水 木 金 土 日
26 27 28 29 30 31 1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31 1 2 3 4 5

2021 年 8 月

この例では、今日の日付を 8 月 28 日と想定


